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今
負
真

一
日

年
頭
の
ご
挨
拶

会
員
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

活
発
な
光
寿
会
活
動

全
世
帯
に
記
念
誌
の
配
布
も

頼
成
光
寿
会
の
創
立
五
十
周
年
を
祝

う
会
が
、
十
二
月
七
日
、
頼
成
い
か

る
ぎ
館
に
於

い
て
、
齊
籐
副
市
長
等

来
賓
臨
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

林
孝
行
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝
辞

の
後
、
五
期
十
年
間
に
わ
た

っ
て
会

長
、
副
会
長
と
し
て
会
務
に
精
励
さ

れ
た
林
孝

一
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
続
い
て
目
出
度
く
白
寿

を
迎
え
ら
れ
た
林
あ
や
子
さ
ん
（要
矩
さ
ん
代
理
）
と
喜
寿
を
迎

え
ら
れ
た
六
人
の
会
員
に
祝
い
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
歴

代
会
長
の
紹
介
、
五
十
年
の
歩
み
な
ど
の
紹
介
の
後
、
民
謡

グ
ル
ー
プ
福
美
会
の
シ
ョ
ウ
を
楽
し
み
な
が
ら
の
忘
年
会
を

兼
ね
た
祝
宴
が
あ
り
。
午
後

三
時
散
会
し
ま
し
た
。

頼
成
光
寿
会
は
頼
成
地
区

の
高
齢
者
の
相
互
扶
助
と
親

睦
を
深
め
る
組
織
と
し
て
、

昭
和
三
十
八
年
八
月
創
立
さ
れ
、
以
来
十
六
年
間
に
わ
みに
っ
て
会
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
八
田
長
二

わ
多

の
健
胸
と
な
り
ゑ

島
贅
る

な
　
春
月
子

さ
ん
ら
の
地
道

な
努
力
に
よ
っ

て
、
加
入
率
ほ

ぼ
百
％
の
今
日

の
頼
成
光
寿
会

の
基
盤
が
築
か

れ
ま
し
た
。
奉

仕
活
動
、
歩

こ

う
会
、
日
帰
り

旅
行
、　
一
泊
旅

行
、
各
種
軽

ス

ポ
ー
ツ
の
普

及
、
会
員
の
慶

弔

。
病
気
見
舞

い
、
ま
た
近
年

は
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
や
広
報
の

刊
行
、
会
員
作

品
展
な
ど
、
多

彩
な
活
動
を
展

開
し
て
、
地
域

高
齢
者
の
親

睦
、
福
祉
の
向

上
に
寄
与
し
て

き
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
の
活
動

が
評
価
さ
れ
、

昭
和
四
十

一
年

に
は
、
砺
波
市

社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
、

平
成
二
十
三
年

に
は
富
山
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
表
彰
を

受
け
る
な
ど
着

実
な
歩
み
を
続

け
て
き
ま
し

た
。
　

こ
こ
に

改
め
て
先
輩
各

位
の
事
績
を
偲

ぶ
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
発
展

を
期
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
二
面
に
当
日
の
ス
ナ
ツ

プ
写
真
掲
載
）
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0橿運も.たらす
年男と1年女
福運をもたらす年男、
年女をむ紹介します

昭榊五年
聾郡
え？曜
）秘
まれ

開
田
　
勇
様
　
西
川
原

林
　
儀
作
様

　

川

原

林

満
千
世
様

　

川

原

高
畠

又
六
様
　
書

導

昭
和
十
七
年

３
ず
の
え
，つ
３
生
ま
れ

一
Å
繹
勒
鮨
餃
贔
へ
礼
謳
螂
八

般
老

連
と
高

齢
者
学

級
が
毎

年
師
走

に
行

っ

て
い
る

奉
仕
活

動

「
一

当
紫
蛎
湾
び
ｒ
飴
酢
鵠
計
に
期
Ｍ
州
飾
財
Ｍ
舞
れ
餞
ず
心
を

込
め
て
約
八
十
食
を
調
理
、
頼
成
地
内
で
は
坂
東
千
寿
子
さ

ん
ら
十

一
人
の
方

々
の
ご
家
庭

へ
お
届
け
し
て
賞
味
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

林
　
　
孝
行
様

　

北

明

林
　
　
勝
正
様

　
北

明

八
日
サ
チ
子
様

　

北

明

八
田
　
誓
治
様

　

正

覚

林
　
　
澄
子
様

　

川

原

齊
籐
富
美
子
様

　

川

原

林
　
　
和
紘
様

　
善

導

八
田
　
義
孝
様
　

善

導

馬
　
林
　
す
み
子
さ
ん
　
作

人
暮
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
会
員

へ
の
友
愛
弁

延
書
式
内

櫛
群
稚

歳
旦
祭
　
午
前
五
時
齋
行

ぁ
わ
雄
嘘
蘇
錦
砕
Ｆ
し
，

ご来費の方々

鰊鮮補確
泣テ．　。午全ヽ猜撫蜘

５
従
賛
酌

１

種
定

。過
の
待

詢雅隈認瑠

６

み
そ
備
ひ
お

一厖機ンゴ、警鰤吟

評
幣
ま語

畑閻
調鰍
き

顔

した。しま

の
と
話
生
ら
を
た
で
経
説
中

て
あ
る
人
安
と
し
経
陀
仏
品

い捨
わ
討
た
ｏ恥
紅
讚
嘱
嚇
と
、吐

頼成光寿会50周年記念誌に誤りがあ
りましたので、お詫びして下記の通り訂
正させていただきます。
◆4ベージ 下から5行日
誤 公文名B 正 公文名A
下から3行日は削除する
◆9ベージ
喜寿の写真 上下が逆
◆13ベージ
昭和 60,61,62年度副会長名
誤 八日留子 正 武部留子
親威光寿会50周年記念誌編集委員会

一沼
　
畢

疇
中
『
」
耐
」
に
”
岬
翻
裁

「
致漢
帽
｝
絆
漿
雌
僣
霧

し
　
憚
　
議
員
定
数
や
歳
費
削
減
の
約
束
は
反
故
に
し
て

お
い
て
、
消
費
税

・
軽
自
動
車
税
の
増
税
、
軽
減
税
率
の
先

送
り
、
大
企
業
交
際
費
の
減
税
な
ど
国
民

へ
の
負
担
を
次
々

暖
脚
れ
ｂ
訪
熊
勧
洋
嫁
わ
締
獅
ど
お
晰
嚇
行
オノレ
リ
が
」
詐ュ
如

（
い
ま
は
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
）
の
横
行
、
猪

瀬
東
京
都
知
事
の
見
苦
し
い
言
い
逃
れ
の
た
め
の
詐
言
。

厚
ど
う
見
て
も
今
年
の
一
字
は

「詐
」
字

・
い
つ
わ
る
。
あ
ぎ
む

く
。
だ
ま
す
。
う
そ
を
言口う
の
意
―
大
辞
林
）し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た

の
に
、
さ
に
あ
ら
ず
で
し
た
。
ち
な
み
に
第

二
位
は

「
楽
」

Ｗ
　
先
行
き
の
見
え
な
い
不
安
な
時
代
に
も

か
か
わ
ら
ず

「輪
」
や

「楽
」
が
選
ば
れ
た

の
は
、
暗
い
世
相
の
中
で
少
し
で
も
明
る
さ

を
求
め
よ
う
と
す
る
庶
民
の
い
じ
ら
し
い
心

情
の
表
れ
で
し
ょ
う
か
。
今
年
こ
そ
佳
い
年

に
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り

で
す
。

出品作品のこ準備お願いします。多数

の作品をお寄せください。


